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研究成果の概要（令和元（2019）・令和 2（2020）年度の研究成果について） 

 

定位脳手術にてラットの一側内束前脳束に６－OHDAを局所投与し、一側性パーキンソン病モデ

ルラットを作成した。 

2 週間のレボドパ間欠投与、持続投与もしくは無治療ののち、レボドパ誘発性ジスキネジアを

評価した。さらにラットの左右の線条体においてセロトニン受容体およびセロトニントランスポ

ーター遺伝子の mRNA 発現量をリアルタイム RT-PCR で定量し、健側に対する術側での発現量の変

化を検討した。 

無治療およびレボドパ持続投与群ではレボドパ誘発性ジスキネジアはみられなかったが、レボ

ドパ間欠投与群では強いジスキネジアがみられた。無治療の一側パーキンソン病モデルラットで

は健側に対して術側線条体でセロトニントランスポーターやセロトニン１A、１B 受容体の mRNA

の発現量が増加していた。2 週間のレボドパ持続投与群ではいずれの遺伝子発現量も術側と健側

で差がみられなくなっていた。2 週間のレボドパ間欠投与群ではセロトニン１B 受容体 mRNA の発

現量は術側で増加したままであったが、セロトニントランスポーターおよびセロトニン１A 受容

体 mRNAの発現量は術側と健側で差がみられなくなった。 

セロトニン１A、１B受容体発現量の変化がレボドパ誘発性ジスキネジア発症の背景にあると考

えられた。 

 


